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図 2　東北大学生の授業外学習時間（全学教育授業 1科目あたり 1週間）
図 3　東北大学生の授業外学習時間（全学教育領域別 1科目あたり 1週間）
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スペイン語 ロシア語 英語 諸外国語 フランス語 日本語 ドイツ語 朝鮮語 中国語
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科目 A3 (n) A3平均 C12 (n) C12平均
基幹科目 3,293 0.4 3,589 3.1
人文科学 1,158 0.3 1,406 3.3
社会科学 1,224 0.3 1,572 3.3
数学 2,379 0.8 3,983 2.9
物理学 1,002 0.8 2,334 2.9
化学 1,090 0.6 1,718 2.8
生物学 283 0.4 1,194 3.1
宇宙地球科学 834 0.3 827 3.0
理科実験 699 2.8 769 2.5
総合科目 157 0.3 251 3.3
ｶﾚﾝﾄ･ﾄﾋﾟｯｸｽ 955 1.0 817 3.3
外国語全体 10,329 1.0 11,439 3.2










2 2.5 2 4.0 
筆者B 8 2.4 9 3.7 
筆者A 25 2.2 25 3.8 
22 2.4 21 3.1 
筆者A  32 2.0 32 3.6 
筆者B  21 2.3 20 3.2 
筆者B  17 1.8 17 3.7 
43 2.0 33 3.4 
24 2.1 27 3.0 
40 1.9 40 3.2 
21 1.8 21 3.3 
33 1.6 33 3.5 
25 1.8 24 3.3 
28 1.5 28 3.5 
筆者A  6 1.5 6 3.5 
29 1.5 29 3.4 
40 1.1 39 3.6 
12 1.5 11 3.0 
27 1.5 27 2.9 
34 1.1 34 3.3 
30 1.0 29 3.2 
36 0.9 36 3.2 
37 1.1 37 2.9 
12 0.7 12 3.2 
24 0.6 24 3.0 
図６．1  ２指標による授業評価の概念図 
表１．1  全学教育各領域の２指標の値 
表１．２  スペイン語各クラスの２指標の値 
図６．２  全学教育各領域の２指標による散布図 
図６．３  スペイン語各クラスの２指標による散布図 
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表１ 授業外学習を前提としたさまざまな評価方法 
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８ ） 学習を脳の変化として捉える立場を明確に主張してい
る研究者として小泉英明が挙げられる．そのような
立場からの学習及び教育の定義は例えば以下のイン
タビューに示されている．ベネッセ教育総合研究所. 
2005. “脳科学から見る教育課題の本質”. BERD, No. 1. 
p.  27.  http://berd.benesse.jp/berd/center/open/
berd/2005/06/pdf/06berd_04.pdf,  （2017-11-13）
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